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2025年、新たな挑戦の始まり          JTA会長  宮下 知之 

2025年が幕を開けました。今年も恒例のスプリングレガッタが、4月 26日、27日に葉山で開催されます。例年と大きく異な
るのは、全日本選手権が 6月に開催されることです。この全日本選手権は、2026年に開催される世界選手権のリハーサル大
会としての重要な位置づけも兼ねています。 

 
様々な意味で、今回の全日本選手権は私たちにとって新たな挑戦となります。特に、ディンギーレースがほとんど開催されたこと

のない沖縄県で Tasar のレースを行うことは、一人でも多くの方々に国頭村の美しい海をセーリングで体験していただきたいという
願いの表れです。世界選手権の開催地となる国頭村がどのような場所なのかを知っていただき、私たちができること、やるべきことを
参加者全員で議論し、素晴らしい世界選手権を作り上げたいと考えています。 

 
振り返れば、沖縄での世界選手権開催を夢見て 2023年 3月 5日に沖縄を

訪れ、「オクマプライベートビーチ＆リゾート」を見つけました。そこから多くの方々にご
尽力いただき、国頭村やオクマの関係者の皆様に受け入れていただくことができまし
た。時間とお金の許す限り何度も沖縄を訪れ、国頭村には共催を、沖縄県には後
援をいただくことができました。さらに、漁協、商工会、観光協会からも後援をいただく
ことができ、感謝の念に堪えません。 

 
先日、沖縄県スポーツ振興基金の支援を受け、オーストラリア Tasar協会会長の Blaise さんが、沖縄を訪問されました。オ

ーストラリアから多くの選手が参加するために何が必要か、国頭村役場やオクマプライベートビーチ＆リゾートでの懇親会、沖縄県
庁への表敬訪問などを通して、率直な意
見交換を行うことができました。Blaise さ
んは、本州とは異なる沖縄の文化や国
頭の自然を大変楽しみにしていました
が、残念ながらオーストラリアでも近年セ
ーリング人口が減少傾向にあるという話を
伺いました。ボートや輸送費の高騰に加
え、アマチュアスポーツへの支援不足も要
因の一つと考えられているようです。その
ような状況下で世界選手権を開催する
ことの難しさを改めて痛感しました。 

 
しかし、だからこそ沖縄で開催することに大きな意義があるのだと確信しています。日本では、国頭での世界選手権開催を発表

後、若い世代のメンバーが少しずつ増え始めています。中古艇を求める若者も多く、新艇の輸入も増加傾向にあります。2025
年のプレワールド兼全日本選手権、2026年の世界選手権、2027年の和歌山ワールドマスターズゲームスと、今後 3年間は
国際レースが続きます。 

 
日本 Tasar協会にとって、2025年は新たな扉を開く年になるでしょう。そのために私たちは過去 2年間を費やしてきたと言っ

ても過言ではありません。同じ志を持つ仲間たちに心から感謝しています。世界 Tasar協会が設立されて 50年、日本協会が
設立されて 40年。Tasar を愛する人々が築き上げてきた歴史を未来へ繋げるために、皆様のご協力をお願いいたします 

  
宮下 知之 

ホテルフロントに掲示された Tasar 旗 

オーストラリア Tasar 協会会長 Blaise Vinot 氏（中央）が、国頭村 知花靖村長（左から 3 人目）を表敬訪問 



2024 年度行事（協会公式イベント）  

国内の JTA公式レースとして計７戦。2日間実施のレースも増え、今年も熱い戦いが繰り広げられました。 
 

JTA公式レース 
第 1戦 スプリングレガッタ  （葉山/ 5月 11-12日）  優勝 伊藤/村岸組（全 24艇） 
第 2戦 アーリーサマーレガッタ （稲毛/6月 1-2日）  優勝 伊藤/村岸組（全 14艇） 
第 3戦 西日本選手権   （和歌山/7月 13-14日）     優勝 石川/石黒組（全 11艇） 
第 4戦 ミッドサマーレガッタ  （浜名湖/8月 24-25日）   優勝 伊藤/村岸組（全 15艇） 
第 5戦 オータムレガッタ  （猪苗代湖/9月 21－22日） 優勝 植田/植田組（全 5艇） 
第６戦 第 39回全日本選手権 （芦屋/10月 26-27日）  優勝 植田/植田組（全 27艇） 
第７戦 ウィンターレガッタ  （蒲郡/12月 8日）  ※レース成立せず（全 13艇） 
 

2025 年度年間スケジュール 

来年の JTA公式レースは、現状下記 6戦を予定しています。 
 
JTA公式レース 
第１戦 スプリングレガッタ       （葉山/4月 26-27日） 
第２戦 2026 ワールドプレレガッタ・第 40回テーザー全日本選手権  （沖縄/6月 6-8日） 
第３戦 西日本選手権       （芦屋/7月 6日） 
第４戦 ミッドサマーレガッタ      （和歌山/8月 23-24日） 
第５戦 オータムレガッタ       （江の島/9月 20-21日） 
第 6戦 ウィンターレガッタ       （蒲郡/12月 6-7日） 
※詳しい日程および場所が決まり次第、協会のホームページにて随時更新していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://tasarjapan.org/index.php/events/schedule


レースレポート 

スプリングレガッタ （葉山/5 月 11～12 日）  

シーズン開幕、伊藤/村岸組が優勝︕テーザースプリングレガッタ 

 
レースレポート（バルクヘッドマガジン）は、こちら。 
 

アーリーサマーレガッタ （稲毛/6 月 1～2 日）  

今シーズン 2連勝、伊藤/村岸組︕テーザーアーリーサマーレガッタ 

 

レースレポート（バルクヘッドマガジン）は、こちら。 

https://bulkhead.jp/2024/05/104268/
https://bulkhead.jp/2024/06/104547/


西日本選手権  （和歌山/7 月 13～14 日）  

石川/石黒組が優勝︕和歌山で開催、テーザー西日本選手権 

 
レースレポート（バルクヘッドマガジン）は、こちら。 
 

ミッドサマーレガッタ （浜名湖/8 月 24-25 日）  

ヨット部監督・コーチによる「テーザーミッドサマー」参戦記 

 
レースレポート（バルクヘッドマガジン）は、こちら。 
 
 
 
 
 
 

https://bulkhead.jp/2024/07/105137/
https://bulkhead.jp/2024/09/106136/


テーザーオータムレガッタ （猪苗代湖/9 月 21-22 日）  

雨の猪苗代で開催。１レース決着、テーザー級オータムレガッタ 

 
レースレポート（バルクヘッドマガジン）は、こちら。 
 

第 39 回テーザー全日本選手権  （芦屋/10 月 26-27 日）  

植田/植田組が初優勝を飾る。2024第 39回テーザー全日本選手権 

 
レースレポート（バルクヘッドマガジン）は、こちら。 
 

ウィンターレガッタ （蒲郡/12 月 8 日）  

※強風のため 1 レースのみの開催となり、レガッタ不成立となりました。 

 

https://bulkhead.jp/2024/09/106716/
https://bulkhead.jp/2024/11/107427/


沖縄ワールド大特集 

前回 2017 年愛知県蒲郡市で開催されて以来 9年ぶりに日本で開催される 2026 テーザー級世界選手権。今回の開催
地は、なんと沖縄県国頭村。世界自然遺産「やんばるの森」に囲まれた壮大なロケーションで 8 日間にわたるレースが繰り広
げられます。今回の News Letterでは、既に参加を決めてる人も、まだ決心してない人も、興味がある人もない人も、是非
沖縄の魅力を知っていただきたく、特集を組むことにしました。 
 
１）本大会開催概要 
開催期間︓2026年 6月 5日（金）-12日（金）* 
開催地︓オクマプライベートビーチ&リゾート 沖縄県国頭郡国頭村奥間 913 
主催︓（共同開催）日本テーザー協会、2026 年テーザー級世界選手権
実行委員会、国頭村 
公認︓公益財団法人 日本セーリング連盟 
*詳細スケジュールは後日発表されますが、前回 2019 年の例では、計測日
→プラクティスレース→レース１～3 日→レイデー→レース４～５日（表彰
式）といった流れでした。またウェルカムパーティーや、セレモニーパーティーも予
定されいています。 
詳しい情報は、随時公式サイトをチェックください︕ 
https://www.tasarworlds2026.com/ 
 
２）開催地紹介 

レースの拠点は、那覇空港から車で約 90 分、沖縄本島最北の
村・国頭村の西海岸に位置する「オクマプライベートビーチ&リゾート」。
世界自然遺産“やんばるの森”を背に、約 1km にわたる輝く白砂の
天然ビーチから出艇し、オクマブルーと呼ばれる深い蒼の海でレース
が繰り広げられます。 
※期間中の宿泊予約方法については、後日発表されます。通常の
予約方法とは異なりますのでご注意ください。 
◆ホテルホームページ︓https://okumaresort.com/ 
 

３）移動方法 
空港からは、沖縄自動車道・名護東道路を利用して車で約 90分。通常、ホテルでは 1日 1便那覇とのシャトルバスがあります
が、前述の通り期間中の宿泊予約とあわせ村やホテルからバスを手配してもらうべく実行委員にて鋭意調整中ですので続報をお
待ち下さい。艇の運搬方法に関しては、カートップフェリーもしくはコンテナの活用となります。関東圏では江の島（5/25 予定）、
関西圏では芦屋（5/24 予定）においてコンテナを積み込み、6/5 コンテナ会場着を想定しています。カーフェリーの場合は、
5/28 東京出港、5/29 大阪出港で、5/31 那覇港着というスケジュールを想定していますが、人の同乗はできないので別途飛
行機で現地入りし那覇港でピックアップし会場までカートップで搬入する流れとなります。 
★艇の運搬プランに関しては、現在事務局で関係各所と調整していますので、アップデートがあり次第大会公式サイト
（https://www.tasarworlds2026.com/）等で、案内します。 
 
４）プレワールドの案内 
本大会の 1年前、2025年 6月 6日（金）～6月 8日（日）テーザー世界選手権大会プレレガッタ、兼第 40回テーザー



全日本選手権大会が、本番と同じ海にて開催されます。初日 6/6は開会式と 2 レース、6/7 4 レース、6/8は 3 レースおよび
セレモニーパーティーが予定されています。ワールドチャンプを目指しいち早く沖縄の海でレース海面を体験したい方も、まずは全日
本チャンプを目指す方も、とにかく沖縄行ってみたい方も、奮って参加ください︕ 
 
５）観光案内 
選手のレイデーはもちろん、同行される家族や知り合いの方にも、沖縄にはさまざまな楽しみがあります。そのうちのいくつかをこちら
で紹介していきましょう。 
 
・やんばるの森 
2021 年 7 月にユネスコ世界自然遺産登録された「奄美大島、徳之島、沖縄本島北部及び西表島」。やんばるとは、沖縄島
北部を指す言葉、温暖・多湿な亜熱帯気候のこのエリアは、ヤンバルクイナやリュウキュウヤマガメ、リュウキュウアセビやオキナワセッ
コクなど、豊かな自然の中で独自の進化を遂げた固有種が数多く生息する奇跡の場所です。オクマプライベートビーチ&リゾートで
の ECO Tourの他にも、周辺の国頭村森林公園での森林セラピー等さまざまなツアー・アクティビティがあります。 
 
・沖縄美ら海水族館 
全長 8m を超え魚類最大と言われるジンベイザメの飼育、そしてその展示を実現する高さ 8.2m幅 22.5m の巨大アクリルパネ
ルで有名な美ら海水族館は、会場から車で約 1 時間の距離。豊かな沖縄の自然や歴史文化の体験をはじめ、イルカショーも楽
しめる海洋博公園は、沖縄の誇る超人気スポットのひとつです。 
https://churaumi.okinawa/ 
 
・ジャングリア沖縄 
2025 年 7 月グランドオープン予定の大型テーマパーク「ジャングリア沖縄」。Power Vacance!!をコンセプトに、圧倒的な大自
然を舞台に、都会にはない興奮と贅沢を体験するパークの総面積は約 60ha。広大な敷地の中には、アトラクション、エンターテ
イメント、スパ、レストラン、ショップ等様々な体験が用意されています。なかでも目玉は「ダイナソーサファリ」。装甲車に乗り込んで、
かつて絶滅した草食恐竜たちを間近に眺めながら鬱蒼としたジャングルを進むと、最凶の肉食恐竜 T-Rex が突然襲いかかる︕
熱帯植物を必死でかき分け逃げ回っても、何度も何度も迫る獰猛な T-Rex。約 17 分のハラハラドキドキの極限の大興奮 と、
ホームページには書かれていますが、さてどんな驚きが待ち構えているやら。その他にも巨大気球で 360°の雄大な絶景を楽しむ
「ホライゾンバルーン」や、本格四輪バギーでジャングルを満喫する「バギーボルテージ」等様々なアトラクションが用意されてるそうで、
詳しくはホームページを御覧ください。 
https://junglia.jp/ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

https://churaumi.okinawa/
https://junglia.jp/


大会実行委員長  江の島フリート伊藤さんからのメッセージ 

 

前回の NEWS LETTER では国頭ワールドの開催決定をお伝えしましたが、以
降今日まで目まぐるしくも本当にありがたい出会いの連続で、次々と新しいコンテンツ
が生まれ、沖縄で世界選手権を開催するという実感が、日々膨れ上がっています。 

 
2026 年の本大会はもちろん、2025 年のプレワールド／全日本選手権でも沖

縄の文化を余すことなくお伝えするべく、開催地である国頭村のみなさんも様々な施
策を千思万考してくださっています。 
  
 前例の無いこのようなイベントを受け入れていただいた沖縄のみなさんに私たちができる恩返しは、沖縄の文化や雄大な自然に
敬意を表し、心の底からセーリングを楽しむことなんだと思います。 
 
この沖縄開催は史上最高のレガッタになりますよ、きっと︕ 
 

2026年テーザー世界選手権国頭大会 
実行委員長 伊藤 一石 

 

 

 

 

編集後記 
 
今回も年度末ギリギリになってしまいましたが、沖縄情報を盛り込むべく実行委員の皆さんにも無理をいって色々情報

かき集めさせてもらいました。周りを見渡してもワールドに行って後悔したという話は聞いたことなく、皆が口を揃えて楽しか
った、また行きたいと言われるのが Tasar World の魅力。海外ワールドはハードルが高いけど、日本開催ならという人も
多いのではないでしょうか。個人的には、江の島だったら連日自転車参加だからなんだかなぁと思ってたのですが、知らさ
れた開催地は、なんとなんと沖縄︕こりゃ気分も上がるというわけです。大会ホームページや Facebook 等で今後情報
出てくると思いますが、まずは沖縄の香りの一端でも届けたく今回の News Letter 書いてみましたので、皆様の参加意
欲を少しでもくすぐれれば幸いです。またこの機会にあらたに Tasarの世界に入ってくる人たちが増えるのも楽しみですね。
寒い冬もそろそろ終わりをむかえ、セーリング日和の今日この頃、沖縄に思いを馳せつつ、さぁ練習しましょう︕ 

 （葉山フリート︓ソニーヨット部 小松 利英） 
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